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１プロシューマー

２ブロックチェーン

３エネルギー情報



エネルギーは？ これまで 一方向
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2019年だけで固定価格買取制度が終了する太陽光発電が約50万世帯
以降、毎年20万世帯前後で増加し、2027年ごろには200万世帯以上に

2032年以降は、事業者用FITの数十万件がFIT終了

件数（万世帯）

２０１９年問題（卒FIT）
2009年スタートの固定価格買取制度の買取期間10年間

2009年から買取期間（10年間）の終了を迎える家庭が出現



□想定される行動
家庭で発電した電気を有効活用し、
メリットを拡大させる

１設備機器の昼間稼働推進
２蓄電池の活用（昼間蓄電、夜利用）
３電気自動車（EV）の活用（太陽光⇔EV）
４余った電気を販売したい（電力会社、隣の家へ）

2020年代に異なった事情やニーズをもつ
小さな発電所が２００万箇所以上日本中に出現

２００万箇所の発電所の出現



２０２０以降は、生産消費者が主役

生産消費者が
主役の時代

エネルギーの生産者であり消費者である
家庭や事業者が2020年以降急激に増加



１プロシューマーが主役の時代

２ブロックチェーン

３エネルギー情報



ブロックチェーンの仕組みは、改ざんが困難なデジタル情報を作成できる

２契約締結などが
スムーズになり、契約情
報に基づいた業務の自動

化も可能

１離れた場所にいる
個人同士が安心して
直接取引ができる

３自分たちで証明書や
権利書が作成できる

（あらたな価値を生み出
す）

記録した情報が正しいことを皆が共有できる

□ブロックチェーンのエネルギービジネスでの可能性

・電力会社の
業務効率化

・契約切替効率化
・故障の早期発見

・外出先での
電気の購入

・電気自動車間での
電気の融通

・電気の個人間取引

・発電所や機材の
資産情報記録

・太陽光発電等の
環境価値の証明



ブロックチェーン
スマートコントラクト

ブロックチェーンがエネルギーの世界をつなぐ役割を担う

急速にデジタル化が進むエネルギー業界
スマートメーター ディスアグリゲーション

電気自動車 蓄電池
ワイヤレス充電 エネルギーハーベスティング



ＥＶ・蓄電池・ＩｏＴ機器・ロボット間での電気取引は、
ブロックチェーンとスマートコントラクトによって自動化される

2030年以降は、IoT機器同士が互いにつながる未来

屋内屋外のロボットや
機械（マシン）同士が

自動で情報やエネルギーの
やりとりをする世界

（人が充電をしない世界）



ブロックチェーン×エネルギーの分野
世界では、100以上のプロジェクトがスタート



１プロシューマーが主役の時代

２ブロックチェーンがつなぐ世界

３エネルギー情報



AIスピーカーから蓄積されるユーザー生活情報
スマートメーター、ディスアグリゲーション技術で

秒単位で解析されたエネルギーの利用情報
を活用し、新しい生活体験を消費者に

提供できる時代が到来

AIスピーカー スマートメーター ディスアグリ
ゲーション技術

画像出典：Google 東京電力 インフォメティス



電力会社、通信会社は、
家庭の電力利用データなどを秒単位で取得
集めたデータを人工知能などで解析し、
新たな付加価値を提供する取り組みを始めている

・エナジーゲートウェイ（東京電力）

・ネコリコ（中部電力）

・エンコアード（ソフトバンク）

・au電気（KDDI）



エネルギーデータから
人々やモノの動きが把握ができる
つまり、エネルギー情報が資産
という考え方が生まれる
エネルギー利用情報は、IoT機器の心拍数

エネルギー利用情報と
AIスピーカーやセンシングなどからあつまる
データを掛け合わせ、整理し、
提供することができた会社が
リアル世界のグーグルに？



１プロシューマーが主役の時代

２ブロックチェーンがつなぐ世界

３エネルギー利用情報の資産化
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電気の販売以降も継続して関係を持つことで課金していくビジネスに変化

電力会社

消費者

電力会社

消費者

継続的
関係

個別
提案

データ
収集
分析

２０２０年～２０３０年のビジネスモデル
パッケージング化されていくエネルギー



E.ON Solarcloud ドイツ
太陽光発電との連携

電力会社大手E.ON社は、自宅で太陽光発電を行う家庭から余った
電気を一時的に預かり、家庭が必要な時に提供するサービス
（ E.ON SolarCloud）を開始。サービス料金は、月額3000円程度。



未来の電力会社

未来の電力会社は、電気の流れを効率的に最適化することをビジネスとする

２０３０年以降のビジネスモデル
電気を販売しない電力会社（エネルギー業界のGoogle）



特定の地域の中での電力の個人間取引を実現。消費者は、スマートフォンで購入し
たい電力を探すことができる。例：隣人の太陽光パネルからの発電など。個人間で
取引された電力データの記録には、ブロックチェーンを活用。

電力の個人間取引 Lo3エナジー アメリカ



電力の個人間取引デジタルグリッド株式会社 日本

2018年設立の東京大学発ベンチャー
電力の個人間での取引を実現する
ハードウェア、ソフトウェアの開発を実施
電力取引プラットフォームを構築し、手数料で収益をあげていくモデル
東京ガス、九州電力、三菱商事等、約30社が出資
現在は、実証実験を行っている
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20年後の社会

自宅や道路やビルなど分散された
数百万か所の小さな発電所から電気が発電され、
それを双方向に利用しあう（シェアしあう）

無線給電が普及し、
家の外でも海外でも電気を自由に充電できる

（ウェアラブル機器は、コンセントを使わない）

利用した電気のデータは、デジタル化される
蓄積した電気の利用情報から

より効率的な運用がはかられ社会



最終的には

エネルギー（電気）は、
「いつでもどこでも好きなだけ」
使えるようになっていたら理想的



「いつでも どこでも 好きなだけ」
そうすれば、今は不可能なものが実現できる

・人が乗れるドローン
・ガンダムくらいのロボット
・自動運転の車や飛行機、船
・宇宙開発、火星旅行

・植物工場（食糧問題解決）
・不治の病の治療法を見つけてくれる
スーパーコンピューター

・資源争いのない平和な世界



時代は、「いつでもどこでも好きなだけ」が
実現する方向に自然と向かっているのでは？

その大きな時代の流れに沿って、
ものごと（技術開発や地方創生）を
すすめていくことが大切なのではないか？

いつでも
どこでも
好きなだけ

「いつでも どこでも 好きなだけ」
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ご清聴ありがとうございました

資料掲載画像出典：紹介各社企業ロゴ及びサイト掲載画像 ロイヤリティフリーイラスト素材 Wikipedia等


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31

